
勉強会用資料
2024 年 10 月 22 日

情報提供資料
2024年10月15日

民主党：ハリス候補 接戦が予想される州 共和党：トランプ候補
カリフォルニア 54 ジョージア 16 ペンシルベニア 19 テキサス 40

ニューヨーク 28 ノースカロライナ 16 ミシガン 15 フロリダ 30

ワシントン 12 アリゾナ 11 ウィスコンシン 10 オハイオ 17

など ネバダ 6 その他 11 など

選挙人数 215人 選挙人数（残り） 104人 選挙人数 219人

米国大統領選挙は11月5日に投票が行われます。前回に続き接戦となることが予想されています。
当レポートでは、1.接戦が予想される米国大統領選挙、2.両候補の経済政策の違い、を簡潔に整理させていただきます。

１.接戦が予想される米国大統領選挙
 10月13日時点の全米の世論調査による支持率は、ハリス候補が49.1％、トランプ候補が47.4％とハリス候補が1.7ポイント

リードしていますが、2020年の選挙同様に今回も接戦が見込まれています。
 両候補はともに220名近くの選挙人を獲得していると思われますが、過半数となる270名以上の選挙人を獲得し勝利するに

は、北東部のペンシルべニア州、南東部のジョージア州、ノースカロライナ州、中西部のミシガン州、ウィスコンシン州などの投票
でどちらの候補が選挙人を多く獲得できるかが勝敗の分かれ目になっています。
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出所：リアル・クリア・ポリティクスおよび各種情報をもとに明治安田アセットマネジメント作成

２．両候補の政策の違い
 移民政策、中絶の権利、ウクライナ支援などが選挙の争点として目立っていますが、経済政策などにも違いがあります。

ハリス候補は、環境規制強化、中低所得層への減税、大企業への法人税引き上げなどを掲げています。一方で、トランプ候
補は、大幅な関税引き上げ、個人所得税・法人税等の減税などを掲げています

 そのため、エネルギー、素材、医療、金融および製造業などには、どちらの候補が勝利するかによって事業環境に変化が生じる
ことが考えられます。

産業 民主党：ハリス候補 共和党：トランプ候補

エネルギー 環境問題に積極的で、再生可能エネルギーへの投資を
推進

化石燃料産業に対し支援策を通じ、石油・ガス生産を
増加させる可能性

素材 環境規制強化により、化学物質の排出基準などの環境
基準の厳格化によるコスト増加の懸念

環境規制緩和が進む可能性があり、鉱業や化学工業に
プラス要因

医療関連 オバマケアを通じた医療保険の拡充や医薬品価格の規
制強化（製薬メーカーにとってマイナス要因）

医療保険の規制緩和
（製薬メーカーにとってプラス要因）

金融 金融規制・監督の強化、リスク管理の強化 金融規制の緩和により金融機関の活動を支援

※ 選挙人数は2024年10月13日時点の推定値

両候補者の政策の違いによる主な産業への影響予測

米国大統領選挙の選挙人の獲得予想

2024年米国大統領選挙の行方について
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